
      

 

 

 

 

 

「 人 文 学 系 」 教 育 評 価 報 告 書 
 

 

（平成１４年度着手 分野別教育評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡女子大学大学院文学研究科 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１６年３月 

 

大学評価・学位授与機構 

 



      

 

 



福岡女子大学大学院文学研究科 

- 1 - 

 

 
１ 評価の目的 
 大学評価・学位授与機構（以下「機構」）が行う評価は，
大学及び大学共同利用機関（以下「大学等」）が競争的環
境の中で個性が輝く機関として一層発展するよう，大学
等の教育研究活動等の状況や成果を多面的に評価するこ
とにより，その結果を，①大学等にフィードバックし，
教育研究活動等の改善に役立てるとともに，②社会に公
表することにより，公共的機関としての大学等の教育研
究活動等について，広く国民の理解と支持が得られるよ
う支援・促進していくことを目的としている。 
 
２ 評価の区分 
機構の行う評価は，今回報告する平成 14 年度着手分ま

でを試行的実施期間としており，今回は以下の３区分で
評価を実施した。 

(1) 全学テーマ別評価（国際的な連携及び交流活動）  

(2) 分野別教育評価（人文学系，経済学系，農学系，

総合科学） 

(3) 分野別研究評価（人文学系，経済学系，農学系，

総合科学） 
 
３ 目的及び目標に即した評価 
 機構の行う評価は，大学等の個性や特色が十二分に発
揮できるよう，教育研究活動等に関して大学等が有する
目的及び目標に即して行うことを基本原則としている。
そのため，目的及び目標が，大学等の設置の趣旨，歴史
や伝統，規模や資源などの人的・物的条件，地理的条件，
将来計画などを考慮して，明確かつ具体的に整理されて
いることを前提とした。 
 
 

○分野別教育 評価 「 人文 学系 」に つい て 

 
１ 評価の対象組織及び内容 
 今回の評価は，設置者から要請のあった大学の学部及
び研究科（以下「対象組織」）を対象とし，学部，研究科
のそれぞれを単位として実施した。 
 評価は，対象組織の現在の教育活動等の状況について，
原則として過去５年間の状況の分析を通じて，次の６項
目の項目別評価により実施した。 
(1) 教育の実施体制 
(2) 教育内容面での取組 
(3) 教育方法及び成績評価面での取組 
(4) 教育の達成状況 
(5) 学習に対する支援 
(6)    教育の質の向上及び改善のためのシステム  

２ 評価のプロセス 
(1) 対象組織においては，機構の示す要項に基づき自
己評価を行い，自己評価書（根拠となる資料・デー
タを含む。）を平成 15 年７月末に機構へ提出した。 

(2) 機構においては，専門委員会の下に評価チームを  
編成し，自己評価書の書面調査及び対象組織への訪  
問調査を実施した。 

  なお，評価チームは，各対象組織により，教育目
的及び目標に沿って評価項目の要素ごとに独自に設
定された観点に基づき分析を行い，その分析結果を
踏まえ，要素ごとに教育目的及び目標の実現に向け
た貢献（達成又は機能）の程度を判断し，それらを
総合的に判断した上で評価項目全体の水準を導き出
した。 

(3) 機構は，これらの調査結果を踏まえ，その結果を
専門委員会で取りまとめた上，大学評価委員会で評
価結果を決定した。 

(4) 機構は，評価結果に対する意見の申立ての機会を  
設け，申立てがあった対象組織について，平成 16
年３月の大学評価委員会において最終的な評価結果
を確定した。 

 
３ 本報告書の内容 
 ｢Ⅰ 対象組織の現況及び特徴｣，｢Ⅱ 教育目的及び目

標｣及び「特記事項」欄は，対象組織から提出された自己評
価書から転載している。 
 「Ⅲ 評価項目ごとの評価結果」は評価項目ごとに，貢
献（達成及び機能）の状況を要素ごとに記述している。 
 また，当該評価項目の水準を，これらの状況から総合的
に判断し，以下の５種類の「水準を分かりやすく示す記述」
を用いて示している。 
・十分に貢献（達成又は機能）している。 
・おおむね貢献（達成又は機能）している。 
・相応に貢献（達成又は機能）している。 
・ある程度貢献（達成又は機能）している。 
・ほとんど貢献（達成又は機能）していない。 
なお，これらの水準は，対象組織の設定した教育目的及

び目標に対するものであり，相対比較することは意味を持
たない。 
 また，評価項目全体から見て特に重要な点を，「特に優
れた点及び改善点等」として記述している。 
 ｢Ⅳ 評価結果の概要｣は，評価結果を要約して示して 
いる。 
 ｢意見の申立て及びその対応｣は，評価結果に対する意
見の申立てがあった対象組織について，その内容を転載
するとともに，それへの機構の対応を示している。 
  
４ 本報告書の公表 
本報告書は，対象組織及びその設置者に提供するとと

もに，広く社会に公表している。 
 

 

◇ 大学評価・学位授与機構が行う大学評価 

○大学評価・学位授与機構が行う大学評価について
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（１） 機関名 福岡女子大学 
 
（２） 研究科名 文学研究科 
 
（３） 所在地  

福岡県福岡市東区香住ヶ丘１丁目１番１号 
 
（４） 専攻構成 
   国文学専攻 
   英文学専攻 
 
（５） 学生数及び教員数 
 ①学生数 
  大学院学生数      
   修士(博士前期)課程       １６名 
    国文学専攻          １０名 
    英文学専攻           ６名 
   博士後期課程(英文学専攻のみ)  １８名 
 
 ②教員数 

１６名 
   国文学科     ７名 
   英文学科     ７名 
   人文学系     ２名 

 
 

２．特徴 

 

福岡女子大学大学院文学研究科は，社会の急速な変貌

に伴って起こる諸問題に対して，人文学の立場から柔軟

かつ大胆に対処し得る豊かな識見と創造力かつ指導的能

力を持つ人材の育成を目指し，平成 5 年度に国文学専攻

修士課程と英文学専攻修士課程の二専攻として発足した。

その後，平成 9 年度には，大学院文学研究科英文学専攻

博士後期課程が設置され，それに伴い従来の英文学専攻

修士課程が英文学専攻博士前期課程に改称された。 

 
国文学専攻修士課程では，学部で身に付けた学力をも 

とに，さらに高度な専門知識や応用力を備えた教育実践

力を有する人材の育成を目的としている。修了生は専修

免許を取得し教員を志望するものが多いが，またさらな

る研究の深化を望み，他大学の博士課程へ進学するもの

もいる。このような状況を踏まえ，バランスのとれた専

門性を保証すべく，教育課程を有機的に組み上げている。 
英文学専攻には，博士前期課程と博士後期課程を設置

している。 
博士前期課程では，学部の英文学科でバランスよく整

備され，積み上げられた基礎的・専門的知識を基盤にし

て，さらに高度に洗練された専門的知識や応用力を身に

つけた，より国際的な教養人足るべき人材の育成に努力

している。その目的成就のため，大学院生の専攻分野を

問わず，専任教員であるアメリカ人教員の文学演習の受

講を奨励し，授業の中で英語でのディスカッションを自

由に操れる能力を育てるように励ましたり，英米文学・

英語学に幅広くまたがって受講するように制度化し，ま

た複数の教員の共同演習を開講して様々な視点から様々

な問題を考えていくという柔軟な思考力の育成を視野に

入れて有機的な教育を施している。修了生は，専修免許

を取得の上で教職を目指すものが多いが，公務員そのほ

かの一般職に就くものもいる。また，博士学位の取得を

目指して，博士後期課程に進学するものもいる。 

博士後期課程では，上記のような特色のある博士前期

課程の専門教育を踏まえて，専門性のいっそうの強化・

発展，かつまた学際的な視点の導入などの研鑽の下に，

独自の研究領域を開拓する能力を養い，博士論文執筆に

向けて教育・研究を積み上げていく。 
 
 

Ⅰ 対象組織の現況及び特徴 
 
※ 対象組織から提出された自己評価書から転載 

１．現況 
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文学研究科は，広い視野に立ち専攻分野に関する専門

的学術を教育研究し，学術文化の進展に寄与し，社会的
な立場でその高度な専門的知識を活用しうる指導的人材
の育成を図る。 
 文学研究科共通の教育目的を掲げる。 
（１）多様な教育背景を有する学生たちに対する，言葉

と文化を核とした専門教育の重視。 
（２）学問の高度な専門化と学際化に対応できる広い視

野を備えた教育者･研究者の育成。 
（３）学問の継承と創造を自主的に志向･実践する人材の

養成。 
（４）国際化が進む社会の多様な変化に対応できる学識

と応用力とを備えた人材の育成。 
（５）多様な学問研究を支援する学習環境の整理。 
（６）教育と研究とが絡み合った教育現場の活性化。 
 

２．教育目標 

 
（１）言葉と文学の特質を歴史的展開の中で把握させる

と共に，各ジャンルとも時代･文化を幅広く包摂す
る科目を開講し，適切な教員配置を行う。 

     [目的（１）・（５）] 
（２）中・高等学校教員等の再教育･研修などによる実践

的専門家を養成し，地域社会の要請に応える。  
                [目的（２）・（３）] 
（３）文学･語学に関する多角的視点を与え，研究方法の

多様性を認識させるとともに，様々な文献の総合的
理解力を養成し，研究への新しい視点の創造をはか
るために，複数の専任スタッフの組み合わせによる
共同演習及び共同研究を実施する。 

[目的（２）・（３）・（６）] 
（４）社会人や外国人留学生の受入を通じて専門的知識

と国際交流を実践できる人材を育成する。 
                  [目的（１）・（３）・（４）] 
（５）指導教員制と学習環境整備によって，文化の継承

と創造に関与できる自主的課題処理能力を育成する。 
          [目的(１)・(３)・(５)] 

（６）院生と教員とが，双方向で教育・研究を行いなが
ら，教育の質を高めていく。[目的(５)・(６)] 

 
（専攻ごとの独自の教育目標） 
 ○国文学専攻修士課程 
  国文学専攻修士課程では，以下のような教育目標を
設定する。 

 
（１）国文学においては，広く上代より近現代に及ぶ日

本文学の歴史的研究と，各時代の文学の特質を把握
させるために，作家・作品研究を中心としたカリキ
ュラムを編成する。  ［目的(１)・(２)・(３)］ 

（２）国語学においては，日本語の諸問題を古代語より
近代語まで歴史的・体系的に，また多角的に研究さ
せ，日本語に対する深い知識を培い，言語研究を基
盤とした日本文化に対する豊かな理解力を養成す
る。      ［目的(１)・(２)・(３)・(４)］ 

（３）日本漢文学の歴史的展開と漢文学の受容・変容の
実態とを把握させることで，国文学の新しい視点を
獲得させる。  ［目的(１)・(２)・(３)・(４)］ 

（４）国文学・国語学・日本漢文学を，それぞれのテー
マによって組み合わせ，新しい研究の視点を獲得さ
せる。    ［目的(１)・(２)・(３)・(６)］ 

（５）中国文学・書誌学等の関連科目を通して研究の基
盤を固め，広く文化史的視点を獲得させる。 

［目的(１)・(２)・(３)・(４)・（５）］ 
 
○英文学専攻博士前期課程 

英文学専攻博士前期課程では，次の教育目標を設定
する。 

（１）文学研究における詩，小説，演劇及び文学・文化
理論のジャンル別に教員を配置することによって，
多様な専門性に応えると共に，文学を総合的に豊か
に理解させる。［目的(１)・(２)・(３)・(４)・（５）］ 

（２）統語論的・意味論的アプローチを介して，古代英
語から現代英語にいたる通時的かつ共時的教育・研
究を実施し，英語に対する広く深い知識と，英語文
化への奥深い視点を与える。［目的(２)・(３)・(５)］ 

（３）英語運用能力の向上のため，ネイティヴによる授
業を積極的に活用する。［目的(４)・(６)］ 

（４）教育面での博士前期課程は，学部教育との連携が
基本ではあるが，区分性大学院として博士後期課程
も見据えて教育する。［目的（１）・（２）・（３）・（６）］ 

 
○英文学専攻博士後期課程 
（１）カリキュラムの形態として，個々の指導教員によ

る研究演習形式，複数の専任教員が絶えず同席して
行う共同研究方式，専任教員全員と博士後期課程学
生全員の参加による総合演習方式，という三種類の
形式による実施を特色とする。[目的（１）～（６）] 

（２）これらの研究方法によって，総合的かつ専門的能
力の養成と，英米の研究者に比肩しうる真に国際的
な人材の養成を目的とする。 

［目的（２）・（３）・（４）］ 
（３）指導教員の綿密な指導のもとで，博士後期課程の

最終目標である博士論文執筆を精力的に進め，これ
を完成する。       [目的（２）・（３）・（４）] 

Ⅱ 教育目的及び目標 
 
※ 対象組織から提出された自己評価書から転載 

１．教育目的 
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この項目では，対象組織における「教育の実施体制」に

ついて，「教育実施組織の整備に関する取組状況」，「教

育目的及び目標の趣旨の周知及び公表に関する取組状

況」及び「学生受入方針（アドミッション・ポリシー）に関す

る取組状況」の要素ごとに教育目的及び目標の実現に向

けた貢献の程度を判断し，それらを総合的に判断した上

で項目全体の貢献の程度を評価し，水準を導き出したも

のを示している。また，特に重要な点を「特に優れた点及

び改善点等」として示している。 
 
 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】教育実施組織の整備に関する取組状況 
専攻の構成については，国文学専攻及び英文学専攻と

もに，バランスの取れた領域構成となっている。また学

生定員が少ないことから，きめ細かい指導を実践できる

体制となっている。なお，夜間開講の設定は行っていな

いが，大学の非常勤講師を勤めている大学院学生等に対

しては，個々の教員が配慮を行うことにより対応してい

る。これらのことから，優れている。 
教員は「福岡女子大学大学院文学研究科教員資格審査

基準」等により採用・昇格が行われ，教員組織は専門分

野や時代に偏らない構成になっている。なお，英文学専

攻においては今後採用する教員について，若手教員(40
歳以下)を採用する計画が策定されており，更にその際に
は教員の母語や性別に関しても考慮されることとなって

いる。女性教員の占める比率については女子大学として

更に配慮すべき点ではあるが，教員組織の構成は，相応

である。 
 
【要素２】教育目的及び目標の趣旨の周知及び公表

に関する取組状況 
教育目的及び目標の趣旨については，年度初めに開催

される大学院オリエンテーションやオフィスアワー（授

業内容等に関する学生の質問等に応じるための時間とし

て教員があらかじめ示す特定の時間帯）を利用し，また

教員各自と大学院学生が日常的に接触の機会を持つこと

によりコミュニケーションを保ち，周知・公表の体制を

整えている。また，ホームページも整備されており，こ

れらの取組は相応である。 
学外者に対しての教育目的及び目標の趣旨の周知・公 

 
表についても，ホームページ，「大学院案内」や「大学院

入試要項」等の印刷物を活用した取組がなされている。

また，近隣の大学に入試要項を送付するなど，取組は相

応であるが，大学院独自の説明会開催などが行われてい

ない点については，検討の余地もある。 
 
【要素３】学生受入方針（アドミッション・ポリシー）

に関する取組状況 
学生受入方針の策定については，「福岡女子大学案内」

等の印刷物における記述が十分ではなく，明文化されて

いるとは言い難い状況であるため，改善の必要がある。 
「大学院案内」等を全国に送付しており，更にオープ

ンキャンパス（大学が受験生等を対象に学校説明会を開

いたり，見学・模擬講義等を体験させる試み）でも情報

を提供するなど，学生受入方針の学外者への周知・公表

のための体制は整備されており，相応であるが，社会人，

教員，外国人留学生などの受入方針をより広く周知し，

志願者数の増加に努力することが期待される。 
受験者に対して門戸を広げるため，受験機会を春期と

秋期の２回設け，また社会人及び外国人選抜を実施する

など，多様な教育背景を持つ学生を受け入れるための方

策が採られている。なお，国文学専攻の社会人選抜にお

いては，外国語に替えて小論文での受験が可能となって

いる。同じく国文学専攻の外国人選抜においては，定員

枠外であるため，難易度を配慮するなど，出題に工夫が

なされている。これらの取組は相応である。 
 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 

 
学生定員が少ないことから，大学院学生に対してきめ

細かい指導を実践できる体制となっているのは，優れた

点である。 

 

 

Ⅲ 評価項目ごとの評価結果  

１．教育の実施体制 
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 この項目では，対象組織における「教育内容面での取

組」について，「教育課程の編成に関する取組状況」及び

「授業（研究指導を含む）の内容に関する取組状況」の

要素ごとに教育目的及び目標の実現に向けた貢献の程度

を判断し，それらを総合的に判断した上で項目全体の貢

献の程度を評価し，水準を導き出したものを示している。

また，特に重要な点を「特に優れた点及び改善点等」と

して示している。 
 
 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】教育課程の編成に関する取組状況 
専門科目は，段階的な積み上げと分野に偏らない幅広

い知識の習得を目指した編成が行われている。また，複

数の専任教員の組み合わせによる共同演習・研究を設定

するなど，多様なカリキュラム編成がなされている。更

に学部・大学院共通科目が設定されているが，これには

学部教育との連携という面があり，実際の授業において

は，学部学生と大学院学生が相互に刺激し合うことによ

り教育効果が上がっていることが訪問調査から確認され

た。これらのことから，教育課程の編成は優れている。 
教員免許の取得を希望する大学院学生に配慮して教員

資格科目が整備されており，英文学専攻博士前期課程・

博士後期課程の大学院学生は TOEIC を積極的に受験す
るなど，資格試験の受験も奨励されている。また，留学

や単位互換に配慮して平成 15 年度から通年４単位科目
の半期２単位科目への分割といった取組も行われている。

更に，非常勤講師の教育方法についても口頭で聞き取り

調査を行っていることから，教育課程の編成上の配慮は

相応である。 
 
【要素２】授業（研究指導を含む）の内容に関する取組

状況 
教育課程の編成の趣旨に沿った授業内容とするため，

個々に授業内容のチェックがなされ，授業内容の改善が

積極的に行われている。大学院学生による授業評価は現

在検討中であり実施されていないが，個々の教員と大学

院学生のコミュニケーションは良好に保たれていること

から，取組は相応である。  
指導教員の選定や授業科目の選択等について，年度初

めの「大学院オリエンテーション」により，大学院学生

に対する丁寧な指導が行われている。このことから，教

育課程の編成の趣旨に沿った研究指導とするための取組

は相応であり，きめ細かに行われている。成績評価基準

のシラバス（各授業科目の詳細な授業計画）への記載を

教務委員会で検討しているが，現状のシラバスの記載内

容は簡略であり，記載項目の統一についても検討の余地

がある。なお，シラバスのホームページへの掲載も計画

されているが，現時点では行われていない。 
教育内容等の研究・研修（ファカルティ・ディベロッ

プメント，以下「ＦＤ」という。）への取組については，

教員各自の教育方法の検討に任されており，研究科とし

ては十分な取組がなされていない状況である。具体的な

計画の検討については，今後の課題とされていることか

ら，取組には問題がある。 
 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 

 
ＦＤへの取組については，教員各自の教育方法の検討

に任されており，研究科としては十分な取組がなされて

いない状況である。具体的な計画の検討については，今

後の課題とされていることから，取組には問題がある。 
 

 

２．教育内容面での取組 
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 この項目では，対象組織における「教育方法及び成績

評価面での取組」について，「授業形態，研究指導法等の

教育方法に関する取組状況」，「成績評価法に関する取組

状況」及び「施設・設備の整備・活用に関する取組状況」

の要素ごとに教育目的及び目標の実現に向けた貢献の程

度を判断し，それらを総合的に判断した上で項目全体の

貢献の程度を評価し，水準を導き出したものを示してい

る。また，特に重要な点を「特に優れた点及び改善点等」

として示している。 
 
 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】授業形態，研究指導法等の教育方法に関する

取組状況 
講義科目である「特殊講義」や「特別講義」，討論形式

の「特殊演習」，また，複数教員による演習形式の「特殊

総合研究」といった科目を有機的に組み合わせ，教育課

程を展開しているのは，優れた取組である。 
自主性を重んじつつも，大学院学生には年度の初めに

「研究計画書」の提出を義務付けることにより研究課題

の確認を行うとともに，適切な指導が行えるように配慮

している。また，研究課題に関する学内外での学会発表

や留学を積極的に勧め，その結果として国際ロータリー

財団奨学金による留学生もいることから，研究指導方法

についてはきめ細かな配慮を行っており，相応である。 
 
【要素２】成績評価法に関する取組状況 
成績評価基準の設定については，「福岡女子大学文学部

履修規程」を準用し，「Ａ」～「Ｄ」の成績評価基準が定

められているほか，「特殊総合研究」においては文学・語

学の枠組を超えた複数教員による多角的な評価基準が導

入されているなど，取組は相応である。しかし，シラバ

スでの評価基準の明示例は少数に留まっており，この点

については検討の余地もある。 
「福岡女子大学学位規程」により，修士の学位授与に

際しては主査１名・副査２名の計３名による審査，また

専攻教員全員による判定などにより多角的に審査を行っ

ている。課程博士の学位に関しては，「課程博士論文提出

の手続き」を作成し，大学院学生に周知を行っている。

博士課程１年次，２年次には指導教員を中心に適宜指導

を行い，３年次の６月末までに大学院学生は「予備審査

論文」を提出する。博士課程担当教員全員の合議を経た

後，博士論文提出有資格者となる。博士論文の審査には

学外の審査員を加えるなど，細かな配慮がなされており，

取組は相応である。また，課程博士学位授与促進のため

の方策として，平成 14年度に「課程博士論文執筆要項」
を改正・整備し，それまでの基準を適性化した。それに

より，平成 15 年度は３名が課程博士論文提出有資格者
となった。 
 
【要素３】施設・設備の整備・活用に関する取組状況 
施設の整備・活用については，演習室等のほか，附属

図書館，情報処理演習室，ＬＬ教室等の整備が行われて

いる。また，マルチメディア講義室が新設されている。

各専攻には共同研究室が設けられており，学術雑誌類や

辞書を配置することで，自主学習に役立てている。大学

院自習室・指導室には大学院学生用の机を個々に配置す

るなど，自主学習のための施設が整備されている。これ

らの取組は相応であるが，パソコンの台数は十分ではな

く，持ち込んで使用する場合にも LAN の接続に不自由
があるなど，課題も残されている。 
関連設備，図書等の整備・活用については，女性学・

生涯学習関連の図書を所蔵する「生涯学習研究センター」

が設置されている。附属図書館は通常午後８時まで開館

されており，館内には「自習室」，「ブラウジング・ルー

ム」や入館手続きを経ずに利用できる「自由閲覧室」が

備えられ，大学院学生に配慮がなされている。これらの

取組は，相応である。しかし，大学院学生の要望に応え

るため，専門図書の整備については一層の充実が期待さ

れる。 
 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 
 
講義科目である「特殊講義」や「特別講義」，討論形式

の「特殊演習」，また，複数教員による演習形式の「特殊

総合研究」といった科目を有機的に組み合わせ，教育課

程を展開しているのは，優れた取組である。 

大学院学生の要望に応えるため，専門図書の整備につ

いては一層の充実が期待される。 

３．教育方法及び成績評価面での取組 



福岡女子大学大学院文学研究科 

- 7 - 

 
 この項目では，対象組織における「教育の達成状況」

について，「学生が身に付けた学力や育成された資質・能

力の状況から判断した達成状況」及び「進学や就職など

の修了後の進路の状況から判断した達成状況」の要素ご

とに教育目的及び目標に照らした達成の程度を判断し，

それらを総合的に判断した上で項目全体の達成の程度を

評価し，水準を導き出したものを示している。また，特

に重要な点を「特に優れた点及び改善点等」として示し

ている。 

 
 
◇目的及び目標に照らした達成度の状況 
 

【要素１】学生が身に付けた学力や育成された資質・能

力の状況から判断した達成状況 
英文学専攻博士後期課程において課程博士号を授与し

た実績は未だ無いものの，大学院学生の単位修得状況，

学位取得状況，教育職員の専修免許状取得状況は良好で

ある。留年者数は，国文学専攻２年次において過去５年

間の平均 1.2 名，英文学専攻博士前期課程２年次におい
ては過去５年間の平均 0.8 名と少数である。また，休学
者，退学者数も少数に留まっている。更に，審査付き学

術誌への論文の投稿を大学院学生に奨励しており，その

結果，国文学専攻，英文学専攻ともに投稿及び掲載の実

績がある。これらのことから，学生が身に付けた学力や

育成された資質・能力の状況によって判断した達成状況

は，優れている。 
 
【要素２】進学や就職などの修了後の進路の状況から判

断した達成状況 
大学院学生の修了後の進路の状況としては，高等学校

の教員，大学の非常勤講師など，教育職への就職率が高

くなっている。また，英文学専攻博士前期課程において

は，博士後期課程への進学者が毎年存在し，特に最近３

年間では後期課程への進学者数が合計８名にのぼってい

る。これらのことから，進学や就職など，修了後の進路

の状況から判断した達成状況は，相応である。しかし，

修了生に対する評価として，修了後の活動状況を把握す

るための取組などを研究科として行っていないことは，

今後検討の余地がある。 
 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標において意図す

る教育の成果がおおむね達成されている。」である。 
 
 

◇特に優れた点及び改善点等 
 

 留年者数は，国文学専攻２年次において過去５年間の

平均 1.2 名，英文学専攻博士前期課程２年次においては
過去５年間の平均 0.8 名と少数であり，きめ細かな指導
の表れであると判断できる。また，審査付き学術誌への

論文の投稿を大学院学生に奨励しており，その結果，国

文学専攻，英文学専攻ともに投稿及び掲載の実績がある。

これらは，優れた点である。 

 

４．教育の達成状況 
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 この項目では，対象組織における「学習に対する支援」

について，「学習に対する支援体制の整備・活用に関する

取組状況」及び「自主的学習環境（施設・設備）の整備・

活用に関する取組状況」の要素ごとに教育目的及び目標

の実現に向けた貢献の程度を判断し，それらを総合的に

判断した上で項目全体の貢献の程度を評価し，水準を導

き出したものを示している。また，特に重要な点を「特

に優れた点及び改善点等」として示している。 

 

 

◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】学習に対する支援体制の整備・活用に関する

取組状況 
新入生，上級生ともに大学院学生に対しては「大学院

オリエンテーション」を実施し，学科主任と授業担当者

全員が授業の内容・方法についての説明を行っている。

また，論文作成に関しても，修士論文指導教員が丁寧な

指導を行い，博士後期課程の大学院学生には「博士論文

作成要領」を配付して説明を行っている。これらの取組

は，優れている。 
指導教員が決定した後は，日常的に個々の教員が大学

院学生とコミュニケーションをとりながら，相談・助言

を行う体制を取っている。博士論文の作成については，

指導教員を中心に適宜指導を行っており，月に一度開催

される共同演習においては，博士課程担当教員と博士課

程の大学院学生が全員参加し，論文を発表する場を作っ

ている。発表後は，学会発表に向けた奨励・指導を行っ

ているが，その際には可能な限り審査付きの学会誌等に

投稿するよう指導を行っている。個別の論文を学位論文

にするためには，首尾一貫した内容にする必要があるこ

とから，指導教員を中心に個々の大学院学生と議論し，

指導を行っている。なお，セクシュアル・ハラスメント

を防止するための取組として「福岡女子大学ハラスメン

トの防止等に関する指針」を定め，「セクシュアル・ハラ

スメント防止・対策委員会」を整備し，相談員制度も存

在している。アカデミック・ハラスメントにも対応でき

るよう，規則を整備している。相談・助言体制について

のこれらの取組は，優れている。 
 
【要素２】自主的学習環境（施設・設備）の整備・活用

に関する取組状況 
附属図書館は通常午後８時まで開館されており，館内

には「自習室」，「ブラウジング・ルーム」や入館手続き

を経ずに利用できる「自由閲覧室」が備えられ，大学院

学生に対する配慮がなされている。各専攻には共同研究

室が設けられており，学術雑誌類や辞書を配置すること

で，自主学習に役立てている。土日も利用することがで

きる大学院自習室・指導室には大学院学生用の机を個々

に配置するなど，自主学習のための施設が整備されてい

る。これらの取組は相応であるが，パソコンの台数は十

分ではなく，持ち込んで使用する場合にも LAN の接続
に不自由があるなど，課題も残されている。 
 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成におおむ

ね貢献している。」である。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 

 
大学院学生に対し，日常的に個々の教員がコミュニケ

ーションをとりながら相談・助言を行い，また大学院自

習室などの多様な自立的研究環境の整備により，きめ細

かな指導がなされている点は，優れている。 
 

 

５．学習に対する支援 
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 この項目では，対象組織における「教育の質の向上及

び改善のためのシステム」について，「組織としての教育

活動及び個々の教員の教育活動を評価する体制」及び「評

価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付けるシ

ステムの整備及び機能状況」の要素ごとに改善システム

の機能の程度を判断し，それらを総合的に判断した上で

項目全体の機能の程度を評価し，水準を導き出したもの

を示している。また，特に重要な点を「特に優れた点及

び改善点等」として示している。 
 

 

◇改善システムの機能の状況 
 
【要素１】組織としての教育活動及び個々の教員の教育

活動を評価する体制 
文学研究科の組織・体制についての検討は，文学研究

科学務委員が対応を行っており，過去の自己点検・評価

活動の結果，開講科目や単位数の変更を行った実績があ

る。また，専攻内の会議においては，絶えず教育活動の

検討を行っている。しかし，組織として教育の実施状況

や問題点を把握し，教育活動を評価する体制は，研究科

として整備がなされていない状況であり，問題がある。 
外部者による教育活動の評価については，今後積極的

に検討し，更にシステム整備のための研究が行われる予

定であるが，これまでに具体的な外部評価に着手してお

らず，また現時点で組織体制も整備されていないことは，

問題がある。 
「特殊総合研究」では複数教員が授業を担当すること

から，担当する教員同士のチェック体制が働いているこ

とが推察される。しかし，教員による相互の評価システ

ムなど，個々の教員の教育活動を評価する体制は整備さ

れていないため，問題がある。 
 
【要素２】評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に

結び付けるシステムの整備及び機能状況 
文学研究科学務委員会が，他大学の大学院における教

育の質の向上や改善のためのシステムについて調査を行

う予定であるものの，評価結果を教育の質の向上及び改

善の取組に結び付けるシステムや方策については，具体

的な体制・システムが研究科として整備されていない。

各専攻による努力がなされているが，機能の状況には問

題がある。 
 
 
この項目の水準は，「向上及び改善のためのシステムが

ほとんど機能していない。」である。 

◇特に優れた点及び改善点等 
 
外部者による教育活動の評価については，今後積極的

に検討し，更にシステム整備のための研究が行われる予

定であるが，これまでに具体的な外部評価に着手してお

らず，また現時点でシステムも整備されていないことは，

問題がある。 
評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付け

るシステムや方策についても，早急な検討が必要である。 
 
 

６．教育の質の向上及び改善のためのシステム
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１．教育の実施体制 
学生定員が少ないことから，大学院学生に対してきめ

細かい指導を実践できる体制となっているのは，優れた

点である。 
教育目的及び目標の趣旨については，オリエンテーシ

ョンやオフィスアワーを利用するほか，教員と大学院学

生が日常的に接触の機会を持つことによりコミュニケー

ションを保ち，周知・公表の体制を整えている。ホーム

ページも整備されており，これらの取組は相応である。 
学生受入方針の策定については，印刷物における記述

が十分ではなく，明文化されているとは言い難い状況で

あるため，改善の必要がある。 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 
 
２．教育内容面での取組 
教員資格科目が整備されており，TOEIC 等の資格試

験の受験も奨励されている。また，留学や単位互換に配

慮して通年４単位科目の半期２単位科目への分割といっ

た取組が行われている。更に，非常勤講師の教育方法に

ついても聞き取り調査を行っていることから，教育課程

編成上の配慮は相応である。 
ＦＤへの取組については，教員各自の教育方法の検討

に任されており，研究科としては十分な取組がなされて

いない状況である。具体的な計画の検討については，今

後の課題とされていることから，取組には問題がある。 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 
 
３．教育方法及び成績評価面での取組 
講義科目である「特殊講義」や「特別講義」，討論形式

の「特殊演習」，また，複数教員による演習形式の「特殊

総合研究」といった科目を有機的に組み合わせ，教育課

程を展開しているのは，優れた取組である。 
成績評価基準の設定については，複数教員による多角

的な評価基準が導入されているなど，取組は相応である。

しかし，シラバスでの評価基準の明示例は少数に留まっ

ており，この点については検討の余地もある。 
女性学・生涯学習関連の図書を所蔵する「生涯学習研

究センター」が設置されているが，大学院学生の要望に

応えるため，専門図書の整備については一層の充実が期

待される。関連設備，図書等の整備・活用に関する取組

は，相応である。 
 

 

この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 
 
４．教育の達成状況 
留年者数は少数であることから，きめ細かな指導の表

れであると判断できる。また，審査付き学術誌への論文

の投稿を大学院学生に奨励しており，投稿及び掲載の実

績がある。これらは，優れた点である。 
修了後の進路の状況としては，高等学校の教員，大学

の非常勤講師としての就職率が高くなっている。英文学

専攻においては博士後期課程への進学率も高くなってい

ることから，達成状況は相応である。 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標において意図す

る教育の成果がおおむね達成されている。」である。 
 
５．学習に対する支援 
大学院学生に対し，日常的に個々の教員がコミュニケ

ーションをとりながら相談・助言を行い，また大学院自

習室などの多様な自立的研究環境の整備により，きめ細

かな指導がなされている点は，優れている。 
各専攻には共同研究室が設けられており，自主学習に

役立てている。大学院自習室・指導室には机を個々に配

置するなど，自主学習のための施設が整備されている。

これらの取組は相応であるが，課題も残されている。 

 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成におおむ

ね貢献している。」である。 
 
６．教育の質の向上及び改善のためのシステム 
外部者による教育活動の評価については，今後積極的

に検討し，更にシステム整備のための研究が行われる予

定であるが，これまでに具体的な外部評価に着手してお

らず，また現時点でシステムも整備されていないことは，

問題がある。 
評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付け

るシステムや方策についても，早急な検討が必要である。 
 
この項目の水準は，「向上及び改善のためのシステムが

ほとんど機能していない。」である。 

Ⅳ 評価結果の概要  



福岡女子大学大学院文学研究科 

- 11 - 

 
 

以上の自己評価結果を踏まえて，各項目ごとの現状認

識と今後の課題及び将来への展望を述べたい。 

 １１１１    教育の実施体制：教育の実施体制：教育の実施体制：教育の実施体制：国文学専攻修士課程及び英文学

専攻博士前期課程・博士後期課程の学生定員並びに教員

数は，少人数教育の徹底を図るという目標にふさわしい。

院生の研究の多様性に応じて，各ジャンルに亙るバラン

スのとれた教員の配置を行い，院生のニーズに応えてい

る。教育目的・目標の周知・公表に関しては，学内にお

いては小規模大学であり，少人数教育を徹底していると

いうメリットを活かして十分に行き届いている。学外へ

の周知・公表については，今後，「大学院ホームページ」

の更なる充実を図り，他大学および一般社会への情報提

供を豊かにする必要があろう。院生の受入方針について

は，本学学生・他大学学生・一般社会人・現職教員およ

び外国人特別学生など，多様な受入態勢が整っている。

大学院における推薦入試に関しては，今後の検討課題で

ある。 

 ２２２２    教育内容面での取組：教育内容面での取組：教育内容面での取組：教育内容面での取組：教育課程の編成については，

院生の要望や必要に十分に応えられるように細心の注意

を払って効果的に構築されている。また，各専攻の主任

をはじめとして，スタッフおよび教務委員が常時院生の

意見を聴き，新たな要望を汲み上げる態勢を整えている。

しかし，経済不況下における就職難という状況を考える

とき，今後さらに教育課程の改革を推進し，高等学校・

高専・大学などの教職のみならず，実社会並びに国際社

会により貢献できる院生の養成を目指す必要があろう。

この問題は，緊急の課題として検討し，すばやい対応を

とることが望まれる。また，教育方法に関する研修会へ

の教員の参加も今後の迫られた課題である。 

 ３３３３    教育方法及び成績評価面での取組：教育方法及び成績評価面での取組：教育方法及び成績評価面での取組：教育方法及び成績評価面での取組：必要にして十

分な専任教員・非常勤教員を備えた本大学院では，院生

のニーズに応えて多様な授業プログラムを展開し，院生

が効果的に学習できるようきめ細かい配慮をしている。

成績評価においても，単に評価だけにとどまらず，その

後の院生の学習につながる評価を意欲的に実施している。

教育施設の整備については，設置者の理解を得て，現時

点でも充実しているが，さらにゆとりのある教育環境の

実現を目指したい。 

 ４４４４    教育の達成状況：教育の達成状況：教育の達成状況：教育の達成状況：院生の単位取得状況および修士

の学位取得状況については，全く問題はないと思われる。

博士の学位取得については，教員の一層の指導と院生の

更なる精進とによって，一刻も早い取得が望まれる。修

了後の進路については，高校・高専・大学などにおける

教員採用数の激減という社会的状況にもかかわらず，あ

る程度の実績を上げている。今後，各専攻の院生が研究

者として業績を積み重ねることによって，高等教育機関

への就職の率を高めるように指導していく。 

 ５５５５    学習に対する支援：学習に対する支援：学習に対する支援：学習に対する支援：院生の定員に対して，専任教

員・非常勤教員の数も多く，少人数教育が行き届いてい

るので，学習への支援態勢は十分に整っている。学習環

境の整備については，さらに IT 機器の整備などを充実さ

せる必要があると思われる。 

 ６６６６    教育の質の向上及び改善のためのシステム：教育の質の向上及び改善のためのシステム：教育の質の向上及び改善のためのシステム：教育の質の向上及び改善のためのシステム：教員

自身の教育活動の評価・改善については，複数の教員に

よる共同の演習などを開講して，互いの注意を促してい

るが，今後は，院生への学習支援体制をさらに充実させ

るために，教員間の相互評価態勢を組織として整備する

ことが望まれる。各専攻会議，大学院研究科委員会，将

来構想委員会などが可能な範囲で改善の努力を重ねてい

るが，設置予定のＦＤ部会での検討によって，教育の質

の向上及び改善を図りたい。 

 

 本学では，「将来構想委員会」が学部・大学院を問わ

ず，大学全体の問題の現状と将来の改善・展望を絶えず

検討している。各専攻内での将来計画の検討と併せて，

大学院の教育環境のさらなる整備・充実を心がけたい。 
 
 

◇ 特記事項 ※ 対象組織から提出された自己評価書から転載 


